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図-4 せん断変位-せん断応力関係

図-5 垂直応力-せん断応力関係

( a ) Case1 ( b ) Case2

( c ) Case3 ( d ) Case4
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3. 試験結果および考察 

 図-4にCase1~Case4におけるせん断変位-せん断応力

関係を示す．グラフより，すべての条件においてせん

断変位が 10mm に達するまでにせん断応力がピーク値

を取ることが分かった．しかし，Case1 や Case3 のよう

に地盤が軟らかい状態の時は滑らかな曲線を描くのに

対し，Case2 や Case4 のように締固めを行い，表面が固

くなった地盤ではせん断応力がピーク値を取り，その

後は不規則な挙動を示した．これらは，一面せん断試

験におけるゆる詰めと密詰めの供試体のせん断変位-

せん断応力関係と同じような結果である． 

図-5にCase1~Case4における垂直応力-せん断応力関

係を示す．グラフより，垂直応力とせん断応力の関係

は線形的であることが分かった．したがって，グラフ

の近似線から強度定数 c と φ を求めた．表層せん断試

験ではここで得られた c の値を表層粘着力としている．

しかし，Case4 では最大せん断応力の結果にばらつき

が大きく表れた．これは，せん断刃の地面への差し込

み具合が影響していると考えられる．本実験のように

小さい拘束圧で実験行う場合，Case4 のように地盤表

面が固い条件においては，せん断刃を差し込むことが

困難で，拘束圧ごとに差し込み具合の違いが生まれて

しまう．その結果が最大せん断応力のばらつきに表れ

たと考えられる．今後，多様な地盤条件においても精

度の高い実験が行えるようにせん断刃に改良を加え 

る必要があるが，降雨時の地盤表面のように含水比が非常に高い条件にお

いては，現在のせん断刃でも地盤に刃を差し込むことが可能で，精度の高

い実験は行えると推測できる． 

今回の試験では，同じ含水比なら締固めエネルギーが大きいほど，同じ

締固めエネルギーなら含水比が高いほど表層粘着力は大きな値を示した．

このことから，地盤の締固めや含水比が表層粘着力の増加に影響を及ぼす

と考えられる．  

4. おわりに 

 本研究は，室内表層せん断試験装置を用いて，含水比を設定して締固めた模擬地盤の表層粘着力を求め，装置の

機能と精度を検証した．地盤表面が固い状態では，試験結果にばらつきが生じたが，多様な地盤条件で表層粘着力

を求めることができた．今後，あるエネルギーで締固めた模擬地盤に加水，乾燥などの履歴を与えることで表層粘

着力がどのように変化するか調べ，降雨装置を用いた土砂流出実験の考察につなげる予定である．  
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